
 
目指す教師像 

・高い使命感，責任感を持った教師 
・子どもを愛し，子どもと共に伸びる教師 
・互いに切磋琢磨し，自己を磨く教師 
・学校組織の中で自己の役割を自覚し，協働しながら能力を発揮する教師 
・児童，保護者，地域住民から信頼され尊敬される教師 

令和６年度 金沢市立四十万小学校 学校経営方針 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組織的な学校運営と保護者・地域との連携の強化等により，最大限の教育効果をあげていく。 

 

◎相手のことを考えた行動のしか

たを身に付け,他者と関わりなが

ら、主体的に問題解決に取り組

める児童を育成する。 

 

 

 

◎自身のよさや可能性に気付き伸ば

していくとともに,多様化する社会

の中で他と関わりながら共生でき

る児童を育成する。 

 

 

 

 

◎自ら課題を発見し，他との関わり

合いを通して，考えを広げたり深

めたりし，学びを次につなげるこ

とのできる児童を育成する。 

 
 

 

めざす学校像 
・児童一人一人が安心して通うことのできる学校 
・地域住民や保護者が安心して通わせたいと思う学校 
・児童や保護者，教職員が信頼と誇り、愛児用を持つことができる学校 

 

 

短期目標  
 
＜学力向上と授業力の向上＞ 
 
◎学校研究の推進と授業力の向上 
★身に付けさせたい資質・能力の明確化 
・「（児童は）何を理解しているのか」「（児童は）
何ができるのか」「（児童は）理解していること・
できることを使ってどのような問題解決を成し遂
げられるのか」の確実な把握 

・身に付けさせたい資質・能力を明確にした意図的
な授業づくり 

★『金沢型学習スタイル 四十万バージョン』を 

 生かした授業力の向上 
・課題解決の学習過程の明確化 
・共通実践による学び合いの場の充実 
・一人一人の学びへの満足感・達成感を高めるため
の手立てと評価の工夫 

・学習規律と学習習慣の定着 

・校内研修，校内ＯＪＴの充実，「しじま塾」 

◎学力向上の取組の充実 
★各種調査結果等をもとに年間を通したＰＤＣＡに

よる継続的な取組 

 等 

短期目標 
 
＜互いに認め合い,互いに尊重し合える 

温かい人間関係づくりと自主的な態度の育成＞ 
 

◎個々の児童を深く理解し,共感的な人間関係を  

 育む指導と個に応じた支援 

★全ての教育活動での，相手の気持ちを理解しよ 

うと共感的に聴く力の指導 

 ★「四十万小学校いじめ防止基本方針」に基づいた 

  組織的な実践 

・自分を,人を大切にする心の育成 

・いじめの未然防止,早期発見,早期解決,事後指導 

★自分や友達の良さを認め合う教育活動の充実 

★学校行事,児童会活動,異学年交流等における 

 児童自らが主体的に動き出せる活動の工夫 

★「金沢『絆』活動」の活用 

等 

短期目標 
 
＜学校としての「組織力」の向上と共通実践の徹底＞ 
 
・「学校経営方針」「学校経営工程表」等に基づき， 
学校としての意思決定と決済の下での共通実践の 
徹底 

・各指導部や分掌組織等が機能的に動くことができ 
る体制づくりの充実 

・学年会を中心とした連携と協働体制の強化 
・「報告・連絡・相談」の体制の更なる充実，家庭・ 
地域，関係諸機関等との連携を密にしての組織的 
な対応力の向上 

等 

金沢市民憲章 
金沢市学校教育振興
基本計画，関係法令 
等 

児童の実態 
地域の特色・特性 
保護者，地域住民等
の願い 

経営理念 

児童，保護者，地域住民にとって，安心・安全な学校を実現させる 

自分を,人を大切にする子(徳) 

校訓          「至誠」「敬愛」「剛健」 

学校教育目標   自ら学び 心豊かで たくましく生きる子どもの育成 

短期目標 
 
＜地域の特性を生かし地域に開かれた教育の推進＞ 
 

・コミュニティスクールの効果の最大限の活用 

・「金沢ふるさと学習」と地域学習の更なる充実 

・地域の人材リスト作成と活用 

・地域の教育資源の教材化の一層の促進 

・学校と地域が一体化した各種行事等の運営 

・教育活動に関する積極的な情報発信（学校ホーム 

ページ，各種便り等） 

等 

人と関わり,自ら学ぶ子(知) 人のために自ら行動する子(体) 

 
今日的な教育課題等 

本年度の重点 

具現化に向けて 

①「教育のプロ」として，力量発揮できるようにする。②校内研修の充実を図る。③組織としての機能の最大限の活用に努める。④自分自身のキャリ

アアップに意図的になる。⑤教育公務員として，厳正・適正な服務を行う。⑥保護者や地域住民等の声に耳を傾け，地域のニーズ把握に努め，そのニ

ーズに適切に応え，よりよい教育内容を提供していく。⑦施設設備の安全点検の励行と事故発生時の敏速な対応・報告を行う。 

 

教職員が本務に専念するための時間の確保のために 
・適正な勤務時間の管理を行う。 ・各種会議の精選，効率化を図る ・学校運営協議会の機能化を図り保護者・地域住民の理解と協力を得る。 

・学校閉庁日や定時退校日等を設定する。 等 

 

本年度の重点 


